
藍
澤
南
城
田
園
詩
課
註
稿

村
山
　
敬
三

ま
え
が
き

　
あ
い
さ
わ
な
ん
じ
よ
う

　
藍
澤
南
城
（
一
七
九
二
～
一
八
六
〇
）
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
既
に
目
崎
徳
衛
著
『
南
城
三
鯨
集
私
抄
』
（
小
澤
書
店
・
一
九
九
四

年
）
と
内
山
知
也
著
『
藍
澤
南
城
　
詩
と
人
生
』
（
東
洋
書
院
・
一
九
九
四
年
）
と
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
現
代
語
課
が
あ
り
、

後
者
は
書
き
下
し
文
、
語
注
、
評
が
あ
っ
て
現
代
語
詳
は
な
い
。
南
城
の
詩
に
は
田
園
詩
が
多
い
が
、
二
著
の
詩
は
も
ち
ろ
ん
田
園
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
よ
ど
う

に

限

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
o
南
城
に
は
尊
農
思
想
が
あ
り
、
彼
の
私
塾
三
鹸
堂
の
入
門
者
は
宇
分
以
上
が
農
民
で
あ
っ
た
。
農
村
に

暮
ら
し
た
南
城
に
と
っ
て
、
田
園
詩
は
彼
の
詩
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
南
城
の
詩
文
集
で
あ
る
『
南
城
山
人
三
飴
集
』

か

ら
田
園
詩
と
思
わ
れ
る
も
の
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
、
課
注
を
試
み
て
み
た
い
。
既
に
内
山
氏
が
口
語
詳
し
た
も
の
は
取
り
上
げ

な
い
。
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凡例
〉
〉

一
、

本
課
注
の
底
本
は
新
潟
縣
立
圖
書
館
藏
の
『
南
城
山
人
三
鯨
集
』
（
全
十
七
巻
。
自
筆
稿
本
）
で
あ
る
。

一
、

原
本
で
は
返
り
鮎
、
迭
り
假
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
代
の
訓
み
方
に
合
わ
な
い
も
の
も
あ
り
、
書
き
下
し
文
は
必
ず

し
も
原
本
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
字
髄
に
つ
い
て
は
、
原
本
で
は
奮
字
禮
と
新
字
艘
が
入
り
交
じ
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
奮
字



贈
に
統
一
し
て
示
し
た
。

一

、
内
山
知
也
著
『
藍
澤
南
城
　
詩
と
人
生
』
で
既
に
課
さ
れ
て
い
る
作
品
を
除
い
た
た
め
、

二
な
ど
の
順
に
お
い
て
抜
け
て
い
る
作
品
が
あ
る
。

連
作
の
作
品
の
場
合
、
そ
の
一
、
そ
の

o
春
雪
（
巻
こ

し
ゆ
ん
せ
つ

春
雪
（
春
の
雪
）

東
風
一
自
度
江
隈

十
日
春
晴
花
欲
催

天
惜
南
枝
香
易
漏

故
降
微
雪
又
封
梅

東
風
一
た
び
江
隈
を
度
り
し
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
う
な
が

十
日
の
春
晴
花
催
さ
ん
と
欲
す
。

　
　
　
　
　
　
　
か
を
り

天
、
南
枝
の
香
漏
れ
易
き
を
惜
し
み
、

こ
と
さ

故
ら
に
微
雪
を
降
し
て
又
梅
を
封
ず
。

（脚
韻
上
平
聲
一
〇
灰
、
隈
・
催
・
梅
）
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【現
代
語
課
】

　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま

東
風
が
一
た
び
川
の
隈
を
わ
た
っ
て
か
ら
、

十
日
績
い
た
春
の
晴
天
は
、
早
く
花
が
咲
く
よ
う
に
と
せ
き
た
て
る
。

天
は

南
側
の
枝
の
香
り
が
漏
れ
や
す
い
の
を
惜
し
み
、

こ
と
さ
ら
こ
ま
か
い
雪
を
降
ら
せ
て
も
う
少
し
梅
を
咲
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。



o
　
寒
夜
聞
霜
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
プ
つ
し
よ
ダ
つ

（巻
一
）
　
　
寒
夜
霜
鐘
を
聞
く
（
寒
い
夜
に
霜
夜
の
鐘
を
聞
く
）

鳴
鐘
何
庭
寺

彷
彿
夢
邉
聞

虎
繍
寒
山
月

龍
吟
遠
水
雲

度
江
聲
更
冷

喩
嶺
響
纏
分

起
見
天
猶
夜

明
皇
燗
作
文

鳴
鐘
何
れ
の
庭
の
寺
ぞ
、

彷
彿
と
し
て
夢
邉
に
聞
こ
ゆ
。

虎
は
囎
く
、
寒
山
の
月
、

龍
は

吟
ず
、
遠
水
の
雲
。

江
を
度
っ
て
聲
更
に
冷
か
に
、

　
　
　
　
　
ひ
び
き
わ
つ
か

嶺
を
楡
え
て
響
纏
に
分
か
る
。

起
き
て
見
れ
ば
天
猶
ほ
夜
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん

明
皇
燗
と
し
て
文
を
作
す
。

（脚
韻
上
卒
聲
一
二
文
、
聞
・
雲
・
分
’
文
）
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【語
注
】

。

霜
鐘
…
霜
夜
の
鐘
。
冬
の
明
け
方
の
鐘
の
音
。

o

虎
囎
…
次
の
「
龍
吟
」
と
と
も
に
、
聞
こ
え
て
く
る
鐘
の
昔
を
喩
え
た
も
の
。

【現
代
語
課
】

鐘
が
鳴
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
の
寺
で
あ
ろ
う
か
、

夢
を
見
て
い
る
枕
邊
に
ぼ
ん
や
り
と
聞
こ
え
て
く
る
。



虎
は
吠
え
て
い
る
、
も
の
寂
し
い
山
の
月
に
。

龍
は
鳴
い
て
い
る
、
遠
く
離
れ
た
水
の
雲
に
。

川
を
わ
た
っ
て
、
鐘
の
音
は
更
に
冷
や
や
か
に
、

峰
を
越
え
て
、
そ
の
響
き
は
少
し
だ
け
分
か
れ
る
。

起
き
て
見
る
と
空
は
ま
だ
夜
で
あ
る
。

明
け
の
明
星
が
あ
ざ
や
か
に
綾
を
作
っ
て
き
ら
め
い
て
い
る
。

o
　
雪
景
（
巻
1
i
l
）

天
下
清
高
賞

越
渓
晴
雪
間

白
松
寒
秀
色

晴
然
華
玉
山

せ

つ
け
い

雪
景

（雪
景
色
）

天
下
、
清
高
の
賞
、

　
越
渓
、
晴
雪
の
間
。

白
松
寒
秀
の
色
、

　
か
う
ぜ
ん

縞
然
た
り
、
藁
玉
の
山
o

（脚
韻
上
卒
聲
一
五
剛
、
間
・
山
）
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【現
代
語
課
】

天
下
に
お
い
て
、

越
後
の
谷
間
に
、

氣
高
く
氣
品
が
あ
る
と
警
め
た
た
え
ら
れ
る
。

晴
天
に
廣
が
る
雪
景
色
。



白
く
な
っ
た
松
は
凍
り
つ
き
、
美
し
い
色
を
し
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
ぎ
よ
く

山
々
は
ま
る
で
玉
の
よ
う
に
白
く
つ
や
つ
や
と
輝
い
て
い
る
。

o
　
大
雪
歎
　
雑
言
（
巻
五
）

た
い
せ
つ
た
ん
　
ざ
つ
ご
ん

大
雪
歎
　
雑
言

（大
雪
の
嘆
き
　
雑
言
古
詩
）

紛
紛
雨
綿
架

漠
漠
積
盤
監

盛
監
將
綿
恕

晴
塙
盈
四
寓

比
年
大
雪
後
耕
転

山
田
蕪
楊
鱗
若
榛

願
將
綿
架
作
厚
褥
大
被

遍
覆
普
天
寒
民

願
將
盤
藍
斗
量
車
載

遍
施
四
海
鱗
人

綿
也
架
也
似
而
非

盤
也
藍
也
皆
不
眞

玄
天
何
故
降
斯
物

　
　
　
　
　
め
ん
じ
よ

紛
紛
と
し
て
綿
架
を
雨
ら
し
、

　
　
　
　
　
え
ん
こ

漠
漠
と
し
て
盛
藍
を
積
む
。

盟
監
と
綿
架
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
み

塙
暗
と
し
て
四
寓
に
盈
て
り
o

　
　
　
　
　
　
お
く

比
年
大
雪
耕
転
後
る
。

　
　
ぶ
わ
い
　
　
　
　
　
　
し
き
　
　
　
　
い
た

山
田
蕪
稜
し
磯
ゑ
若
り
に
榛
る
。

　
　
　
　
　
　
　
も
つ

願
は
く
は
綿
架
を
將
て
厚
褥
大
被
を
作
り
、

あ
ま
ね

遍
く
普
天
の
寒
民
を
覆
は
ん
。

願
は
く
は
盤
監
を
將
て
斗
量
車
載
し
て
、

遍
く
四
海
の
磯
人
に
施
さ
ん
。

綿
や
恕
や
似
て
非
な
り
。

盛
や
監
や
皆
眞
な
ら
ず
。

玄
天
よ
、
何
の
故
に
か
斯
の
物
を
降
ら
す
。
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寒
者
轄
寒
貧
轄
貧

仰
天
空
望
黄
綿
襖

弊
温
結
凍
竈
無
薪

俄
聞
窮
閻
藤
婦
室

棟
擁
埆
折
身
塵
填

又
聞
野
行
蓑
笠
客

一
身
寒
凍
死
迷
津

嵯
斯
物
之
於
天
壌

不
唯
無
盆
害
亦
頻

或
云
是
能
殺
蟄
卵

使
彼
野
蛙
不
敢
産

或
云
是
能
養
泉
脈

使
我
田
稗
不
敢
旱

爾
説
糊
塗
何
可
取

偏
恐
表
丈
復
表
珍

唯
有
寒
儒
得
小
利

山
窓
夜
照
蓑
残
簡

　
　
　
う
た

寒
者
は
韓
た
寒
く
貧
は
轄
た
貧
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
う
め
ん
あ
う

天
を
仰
ぎ
空
し
く
望
む
、
黄
綿
襖
。

へ
い

お

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
ど

弊
温
凍
を
結
び
て
竈
に
薪
無
し
。

　
　
　
　
き
ゅ
う
り
よ
り
　
ふ

俄

に
聞
く
、
窮
閻
藤
婦
の
室
、

　
た
わ
　
た
る
き
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
ち
ん

棟
携
み
埆
折
れ
て
身
塵
填
す
と
。

又
聞
く
、
野
行
蓑
笠
の
客
、

一
身
寒
凍
し
て
迷
津
に
死
す
と
。

蟻
斯
の
物
の
天
壌
に
於
け
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
り

唯
だ
盆
無
き
の
み
な
ら
ず
害
も
亦
頻
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
つ
ら
ん

或
い
は
云
ふ
、
是
れ
能
く
蟄
卵
を
殺
し
、

後
の
野
蛙
を
し
て
敢
て
産
ぜ
ざ
ら
し
む
と
。

或
い
は
云
ふ
、
是
れ
能
く
泉
脈
を
養
ひ
、

　
　
で
ん
ち

我
が
田
稗
を
し
て
敢
て
早
せ
ざ
ら
し
む
と
。

両
説
糊
塗
に
し
て
何
ぞ
取
る
べ
け
ん
や
。

　
　
　
　
ぽ
う
ち
や
う
　
　
　
わ
ざ
は
ひ

偏
に

恐

る
、
表
丈
復
た
珍
を
表
は
さ
ん
こ
と
を
。

唯
だ
寒
儒
の
小
利
を
得
る
有
り
。

　
　
　
　
　
　
と
ざ
ん
か
ん

山
窓
夜
照
ら
す
蓑
残
簡
。
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o
韻
字
　
盛
・
寓
（
壁
韻
遇
韻
、
通
押
）
、
転
・
藻
・
民
・
人
’
眞
・
貧
・
薪
・
填
・
津
・
頻
（
文
韻
眞
韻
、
通
押
）
、

　
　
　
　
　
　
　
卵
・
産
・
早
・
診
・
簡
（
旱
韻
湾
韻
銑
韻
、
通
押
）

　
　
　
【
語
注
】

　
　
。
架
…
古
い
綿
。
ま
た
は
粗
製
の
綿
。

　
　
o
監
…
精
製
前
の
盛
。
あ
ら
じ
お
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
う
め
ん
あ
う
し

　
　
o
黄
綿
襖
…
文
字
通
り
に
は
黄
色
い
綿
入
れ
の
意
だ
が
、
「
黄
綿
襖
子
」
は
冬
の
太
陽
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
太
陽
が
少
し
で
も
出

　
　
　
て

く
れ
る
こ
と
を
言
う
。

　
　
o
或
云
是
能
殺
蟄
卵
使
彼
野
蛙
不
敢
産
…
菅
茶
山
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
前
編
巻
二
、
「
雑
詩
」
三
首
の
う
ち
の
一
に
「
大
雪

　
　
　
　
　
　
　
み
な
ご
ろ

　
　
　
は
遺
蛙
を
塵
し
に
す
」
（
大
雪
塵
遺
蛙
）
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ね
う
る
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ

　
　
o
或
云
是
能
養
泉
脈
　
使
我
田
稗
不
敢
旱
…
『
本
朝
文
粋
』
巻
一
、
紀
納
言
「
春
雪
の
賦
」
に
「
農
畝
普
く
液
ひ
、
泉
脈
遠
く
被

　
　
　
ぶ
」
（
農
畝
普
液
　
泉
脈
遠
被
）
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
は
ひ

　
　
。
表
丈
復
表
診
…
「
表
」
は
長
さ
。
一
丈
は
十
尺
。
積
雪
が
一
丈
に
及
ぶ
こ
と
。
『
文
選
』
「
雪
賦
」
に
「
表
丈
な
れ
ば
則
ち
診
を

　
　
　
陰
徳
に
表
す
。
」
（
表
丈
則
表
診
於
陰
徳
。
）
と
あ
る
。
『
三
鯨
集
』
頭
注
に
示
さ
れ
て
い
る
。

【現
代
語
課
】

空
は

は

ら
は
ら
と
綿
を
降
ら
せ
、

地
上
一
面
に
盟
を
積
み
重
ね
る
。

そ
の
盤
と
綿
は
、
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ま
っ
白
に
四
方
の
家
々
の
周
り
に
浦
ち
て
い
る
。

毎
年
の
大
雪
は
春
の
農
作
業
を
遅
ら
せ
る
。

山
間
の
田
地
は
荒
れ
て
雑
草
が
生
い
茂
り
、
飢
饅
が
や
た
ら
に
く
る
。

で
き
れ
ぼ
こ
の
綿
で
、
厚
く
て
大
き
な
布
團
や
寝
間
着
を
作
り
、

廣
く
世
の
貧
し
い
人
た
ち
を
覆
っ
て
あ
げ
た
い
。

で
き
れ
ば
こ
の
盤
を
、
升
で
量
っ
て
車
に
載
せ
、

廣
く
世
の
飢
え
て
い
る
人
た
ち
に
分
け
與
え
た
い
。

し
か
し
、
降
っ
て
き
た
綿
は
、
綿
に
似
て
い
る
が
綿
で
は
な
い
。

積
ま
れ
た
盛
も
本
當
の
盤
で
は
な
い
。

冬
空

よ
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
も
の
を
降
ら
す
の
か
。

凍
え
て
い
る
者
は
ま
す
ま
す
凍
え
、
貧
し
い
者
は
ま
す
ま
す
貧
し
く
な
る
。

人

々
は
天
を
仰
い
で
、
冬
の
太
陽
が
少
し
で
も
出
て
く
れ
る
の
を
空
し
く
望
む
。

破
れ

た
綿
入
れ
は
氷
が
つ
い
て
冷
た
く
、
か
ま
ど
に
は
燃
や
す
た
き
ぎ
も
な
い
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
な

ほ

ど
な
く
私
は
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た
、
貧
し
い
村
の
、
夫
を
亡
く
し
た
婦
の
家
が
、

む
な
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
た
る
き
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
な

棟
木
が
曲
が
り
、
垂
木
が
折
れ
て
、
婦
は
髄
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
の
か
さ

ま
た
こ
ん
な
こ
と
も
聞
い
た
、
蓑
笠
を
つ
け
た
旅
人
が

野
を
行
く
途
中
に
禮
中
が
凍
え
、
道
に
迷
っ
て
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
。

あ
あ
、
雪
は
こ
の
天
地
に
お
い
て
、
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た

だ

盆
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
害
が
多
い
の
だ
。

あ
る
人
は
、
雪
は
冬
ご
も
り
の
轟
の
卵
を
殺
し
、

　
　
い
な
ご

あ
の
蛭
を
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
る
と
言
う
。

ま
た
あ
る
人
は
、
雪
は
地
中
の
水
脈
を
作
り
、

田
の
稻
を
日
照
り
の
害
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
と
言
う
。

こ
う
い
う
説
は
で
た
ら
め
で
、
と
て
も
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
私
は
ひ
た
す
ら
心
配
す
る
、
十
尺
も
の
大
雪
が
降
っ
て
災
い
の
元
に
な
る
こ
と
を
。

た
だ
貧
し
い
學
者
に
は
少
し
の
利
盆
を
得
る
こ
と
が
あ
る
。

山
中
の
家
の
窓
は
、
夜
に
な
っ
て
も
轟
食
い
の
書
物
を
照
ら
し
て
く
れ
る
の
だ
。

【補
説
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ね

　
r
願
は
く
は
綿
架
を
將
て
厚
褥
大
被
を
作
り
、
遍
く
普
天
の
寒
民
を
覆
は
ん
。
」
（
願
將
綿
黎
作
厚
褥
大
被
　
遍
覆
普
天
寒
民
）
の
述

べ
方

は
、
杜
甫
の
「
茅
屋
、
秋
風
の
破
る
所
と
爲
る
の
歎
き
」
（
茅
屋
爲
秋
風
所
破
歎
）
に
お
け
る
、
「
安
く
ん
ぞ
廣
度
の
千
萬
間
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ほ

を
得
て
、
大
い
に
天
下
の
寒
士
を
庇
ひ
て
倶
に
歓
ば
し
き
顔
せ
ん
」
（
安
得
廣
度
千
萬
間
、
大
庇
天
下
寒
士
倶
歓
顔
）
と
よ
く
似
て
い

る
。
南
城
は
杜
甫
の
詩
句
の
影
響
を
う
け
て
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
南
城
の
書
い
た
も
の
の
中
に
は
杜
甫
の
こ
の

詩

を
取
り
上
げ
て
「
實
録
」
に
つ
い
て
述
べ
た
一
文
が
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
前
號
所
牧
の
「
藍
澤
南
城
に
お
け
る
杜

甫
」
（
『
大
東
文
化
大
學
　
中
國
學
論
集
』
第
3
3
號
・
大
東
文
化
大
學
文
學
研
究
科
中
國
學
專
攻
院
生
研
究
會
・
二
〇
一
五
年
）
参
照
。
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o
　
播
秩
詞
（
巻
五
）
　
そ
の
一

播ξ

秩8
詞こ

（田
植
え
の
う
た
）

　
朴
山
民
不
出
郷

結
縄
鯨
俗
未
全
亡

天
桃
春
綻
知
播
種

苛
藥
夏
薫
期
播
秩

　
げ
ん
ぼ
く
　
　
　
　
　
　
き
や
う

　
朴
の
山
民
、
郷
を
出
で
ず
。

け
つ
じ
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
う

結
縄
の
除
俗
、
未
だ
全
く
は
亡
ぜ
ず
。

　
え
う
た
う
　
　
　
ほ
こ
ろ
　
　
は
し
ゆ

天
桃
、
春
綻
び
て
播
種
を
知
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ふ
あ
う

苛
藥
、
夏
薫
じ
て
播
秩
を
期
す
。

（脚
韻
下
卒
聲
七
陽
、
郷
・
亡
’
秩
）

【現
代
語
課
】

質
朴
な
村
民
た
ち
は
里
か
ら
外
に
は
出
な
い
。

縄
を
結
ん
で
文
字
の
代
わ
り
に
し
て
い
た
昔
の
風
俗
は
す
べ
て
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

若
桃
の
花
が
、
春
に
ほ
こ
ろ
び
始
め
て
種
ま
き
の
時
期
を
知
り
、

筍
藥
の
花
が
、
夏
に
よ
い
香
り
が
す
る
と
田
植
え
を
始
め
よ
う
と
す
る
。

一
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括
秩
詞
　
そ
の
二

H
女
下
機
皆
在
郊

秩
歌
聲
裏
笑
傲
傲

　
　
は
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う

H
女
機
を
下
り
て
皆
郊
に
在
り
。

あ
う
か
　
　
せ
い
り
　
わ
ら
ひ
が
う
が
う

秩
歌
の
聲
裏
、
笑
傲
噸
た
り
。



至
頭
白
笠
低
頓
地

一
洋
保
紅
告
衣
殿
百
A
盆
古
同

　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ん

　
華
頭
の
白
笠
低
れ
て
地
に
頓
し
、

　
　
　
　
こ
う
し
や
う
　
し
り

　
一
様
の
紅
裳
、
腎
盆
≧
高
し
。

（脚
韻
下
卒
聲
四
豪
、
傲
・
高
）

【語
注
】

o

H
女
…
機
織
り
の
仕
事
を
し
て
い
る
女
。

o
郊
…
田
野
。

・

傲
傲
…
大
勢
が
や
か
ま
し
く
騒
ぐ
こ
と
。

o
白
笠
…
目
崎
氏
注
で
は
「
す
げ
が
さ
」
。
こ
こ
で
は
、
「
紅
裳
」
と
の
封
比
の
た
め
に
「
白
」
を
強
調
し
て
述
べ
た
も
の
。

o
紅
裳
…
こ
こ
で
は
早
乙
女
の
着
て
い
る
腰
巻
き
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
う
が
う

・

腎
盆
高
…
『
漢
書
』
巻
六
十
五
、
東
方
朔
傳
に
「
朔
之
を
笑
ひ
て
曰
く
、
咄
、
口
に
毛
無
し
、
聲
は
警
警
た
り
、
尻
盆
ζ
高
し

と
。
」
（
朔
笑
之
日
、
咄
、
口
無
毛
、
聲
警
警
、
尻
盆
高
。
）
と
あ
る
。
南
城
の
注
に
「
腎
盆
ζ
高
し
は
東
方
朔
の
語
。
」
（
轡
盆

高
東
方
朔
之
語
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。

。
頓
地
…
「
頓
」
は
ぬ
か
つ
く
。
頭
を
田
に
打
ち
付
け
る
よ
う
に
動
か
し
な
が
ら
苗
を
植
え
て
ゆ
く
。

　
【
現
代
語
課
】

女
た
ち
は
機
織
り
を
や
め
て
、
み
ん
な
田
ん
ぼ
に
い
る
。

田
植
え
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
と
き
ど
き
大
聲
で
笑
っ
て
い
る
。

た

く
さ
ん
の
白
い
菅
笠
は
、
田
ん
ぼ
に
た
れ
て
ぬ
か
ず
く
よ
う
に
動
き
、
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お

そ
ろ
い
の
紅
い
腰
巻
は
、
尻
が
ま
す
ま
す
高
く
な
る
。

括
秩
詞
　
そ
の
三

丁
男
在
畔
齪
投
秩

濃
濃
泥
飛
驚
殺
娘

不
厭
田
深
隻
脚
没

只
憂
鮎
汚
及
紅
裳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
へ

下
男
畔
に
在
り
て
秩
を
齪
投
す
。

　
溌
渡
泥
飛
び
て
娘
を
驚
殺
す
。

田
深
く
し
て
隻
脚
の
没
す
る
を
厭
は
ざ
れ
ど
、

　
　
　
　
　
て
ん
を

只
憂
ふ
、
鮎
汚
の
紅
裳
に
及
ば
ん
こ
と
を
。

（脚
韻
下
卒
聲
陽
、
秩
・
娘
・
裳
）

【語
注
】

o
丁
男
…
一
人
前
の
男
。

・

溌
澄
…
こ
こ
で
は
泥
が
は
ね
る
こ
と
の
擬
態
語
。
ぴ
ち
ゃ
ぴ
ち
ゃ
。

o

驚
殺
…
ひ
ど
く
驚
か
す
。
「
殺
」
は
副
詞
で
、
述
語
の
あ
と
に
置
か
れ
程
度
が
深
い
こ
と
を
表
す
。

（『
漢
語
大
詞
典
』
）
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【現
代
語
課
】

男
た
ち
は
畦
に
い
て
、
苗
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
投
げ
て
よ
こ
す
。

ぴ

ち
ゃ
ぴ
ち
ゃ
と
泥
が
は
ね
、
娘
た
ち
を
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と
慌
て
さ
せ
る
。

田
が
深
く
て
爾
足
が
沈
む
の
は
イ
ヤ
で
は
な
い
が
、



た
だ
泥
の
汚
れ
が
腰
巻
に
ま
で
付
く
こ
と
が
心
配
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
か
せ
い
ぼ
う

o
　
首
夏
晴
望
（
巻
五
）
　
　
首
夏
晴
望
（
初
夏
に
晴
天
を
見
渡
す
）

北
方
風
土
異

四
月
是
春
晴

松
碧
渓
間
雪

霞
明
野
外
櫻

貧
村
皆
錦
里

陰
嶺
倫
銀
城

未
知
南
國
景

今
日
敦
輸
嵐

　
　
　
【
語
注
】

　
　
霞
…
朝
焼
け
、

【現
代
語
課
】

北
方
の
風
土
は

濁
特
で
、

　
　
　
　
　
こ
コ
こ

北
方
風
土
異
に
、

　
四
月
是
れ
春
晴
。

　
　
　
　
み
ど
り

松
は
碧
な
り
、
渓
間
の
雪
。

　
か霞

は
明
か
な
り
、
野
外
の
櫻
。

貧
村
、
皆
錦
里
、

　
陰
嶺
、
ハ
何
ほ
銀
城
。

未
だ
南
國
の
景
を
知
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
ゆ
え
い

今
日
敦
れ
か
輸
歳
。

（脚
韻
下
卒
聲
八
庚
、
晴
・
櫻
・
城
・
巖
）

　
　
あ
る
い
は
夕
焼
け
o
　
r
か
す
み
」
は
日
本
語
用
法
。
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夏
四
月
は
春
の
晴
天
で
あ
る
。

松
は
緑
を
い
っ
そ
う
濃
く
す
る
、
谷
間
の
雪
で
。

朝
焼
け
夕
焼
け
は
明
る
く
照
ら
す
、
野
外
の
櫻
を
。

貧
し
い
村
は
、
み
な
錦
の
よ
う
な
里
で
あ
り
、

日
陰
の
峰
は
、
ま
だ
白
い
城
壁
の
よ
う
で
あ
る
。

南
國
の
景
色
は
知
ら
な
い
が
、

こ
の
景
色
と
比
べ
た
ら
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

o
　
春
日
過
農
家

天
桃
枝
上
麗
揮
紅

未
冤
義
山
嘲
殺
風

且
向
花
前
唯
置
鼎

圭
賓
共
是
畷
茶
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

（巻
八
）
　
春
日
農
家
に
過
ぎ
る
（
春
の
日
に
農
家
に
立
ち
寄
る
）

　
え
う
た
う
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
こ
う
　
　
さ
ら

天
桃
の
枝
上
、
揮
紅
を
囑
す
。

未
だ
義
山
に
殺
風
を
嘲
せ
ら
る
る
を
冤
れ
ず
。

且
つ
花
前
に
向
ひ
て
唯
だ
鼎
を
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
ち
や
お
う

圭
賓
共
に
是
れ
畷
茶
翁
。

（脚
韻
上
卒
聲
一
束
、
紅
・
風
・
翁
）
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【
語
注
】

揮
…
し
た
ば
か
ま
。
こ
こ
で
は
腰
巻
。

鼎
…
こ
こ
で
は
茶
釜
の
こ
と
か
。



【現
代
語
詳
】

若
い
桃
の
木
の
枝
に
、
紅
い
腰
巻
が
干
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
李
義
山
に
殺
風
景
だ
と
笑
わ
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
上
花
の
前
に
茶
釜
が
置
か
れ
て
い
る
。

家
の
圭
人
も
客
の
私
も
共
に
茶
を
畷
る
お
じ
い
さ
ん
だ
。

【補
説
】

　

こ
の
詩
に
は
次
の
よ
う
な
南
城
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
李
義
山
云
、
殺
風
景
謂
清
泉
濯
足
。
花
上
麗
揮
、
背
山
起
捜
、
煮
鶴
焼
琴
、
封
花
畷
茶
、
松
下
喝
道
。
〈
雑
纂
〉
今
既
犯
其
二
。

　
　
（
李
義
山
云
ふ
、
殺
風
景
は
清
泉
に
足
を
濯
ふ
。
花
上
に
揮
を
麗
す
、
山
を
背
に
し
棲
を
起
こ
す
、
鶴
を
煮
琴
を
焼
く
、
花
に
封

　
　
し
て
茶
を
畷
り
、
松
下
に
道
を
喝
す
を
謂
ふ
。
〈
雑
纂
〉
今
既
に
其
の
二
を
犯
す
。
）

　
つ
ま
り
、
李
義
山
が
殺
風
景
だ
と
し
て
い
る
六
つ
の
事
柄
の
う
ち
の
二
つ
、
す
な
わ
ち
「
花
上
麗
揮
」
と
「
封
花
畷
茶
」
を
、
南
城

は

こ
の
詩
に
詠
み
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
「
其
の
二
を
犯
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
南
城
が

こ
の
詩
を
失
敗
作
だ
と
考
え
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
逆
に
そ
れ
を
故
事
と
し
て
用
い
つ
つ
、
詩
境
と
し
て
の
味
わ
い
を
濁
自
に
持
た

せ

よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

o
　
子
規
暗

　
　
　
　
し
　
き
て
い

（巻
八
）
　
子
規
晴
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
聲
）
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夏
山
脛
雨
緑
如
驚

夜
夜
子
規
哺
故
城

回
首
不
看
來
去
影

蹄
蹄
呼
断
月
邉
聲

夏
山
雨
を
経
て
緑
驚
く
が
ご
と
し
。

　
よ
　
　
よ

夜
夜
、
子
規
故
城
に
暗
く
。

首

を
回
せ
ど
來
去
の
影
を
看
ず
。

　
き
き
　
　
　
　
　
げ
つ
べ
ん
　
こ
ゑ

蹄
蹄
呼
び
断
ず
、
月
邉
の
聲
。

（脚
韻
平
聲
八
庚
、
驚
・
城
・
聲
）

【語
注
】

　
　
　
　
　
は
ち
こ
く

o

故
城
…
八
石
城
。
南
城
の
三
除
堂
は
八
石
山
の
麓
に
あ
っ
た
。

。

婦
錦
…
子
規
の
鳴
き
聲
の
擬
音
語
。
キ
ョ
ッ
キ
ョ
ッ
。

【現
代
語
課
】

雨
が
降
っ
た
あ
と
の
夏
山
は
、
緑
が
驚
く
ほ
ど
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ
あ
と

毎
晩

ホ
ト
ト
ギ
ス
が
城
祉
の
山
で
晴
い
て
い
る
。

頭
を
め
ぐ
ら
せ
て
み
る
が
飛
ん
で
い
る
影
は
見
え
な
い
。

月
が
出
て
い
る
あ
た
り
、
そ
の
聲
は
キ
ョ
ッ
キ
ョ
ッ
と
暗
い
て
は
と
だ
え
る
。

o
農
家
四
時
絶
句
十
六
首

春
　
そ
の
二

（巻
十
1
）

の

う
か
し
　
じ

農
家
四
時
絶
句

（農
家
の
春
夏
秋
冬
）
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都
門
桃
李
節

游
者
欲
傾
城

花
深
田
舎
巷

只
有
織
稀
聲

【語
注
】

o

傾
城
…

都
門
桃
李
の
節
、

游
者
城
を
傾
け
ん
と
欲
す
。

　
　
　
　
　
　
　
で
ん
し
や
か
う

花
は
深
し
、
田
舎
巷
、

　
　
ち

只
締
を
織
る
聲
の
み
有
り
。

（脚
韻
卒
聲
八
庚
、
城
・
聲
）

『

漢
語
大
詞
典
』
に
「
全
域
，
浦
城
」
と
あ
る
。
「
域
全
艘
を
こ
ぞ
る
。
一
域
全
部
」
（
大
漢
和
鮮
典
）
。

【現
代
語
課
】

都
で
は
桃
や
李
の
花
が
笑
く
時
節
、

町
中
の
人
た
ち
は
み
ん
な
游
び
を
樂
し
も
う
と
し
て
い
る
。

た
く
さ
ん
の
花
が
笑
い
て
い
る
田
舎
の
路
地
の
邊
り
、

縮
み

を
織
る
葺
だ
け
が
聞
こ
え
て
い
る
。
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春
　
そ
の
三

負
郭
多
桃
李
　
　
負
郭
、
桃
李
多
し
。

只
所
秋
實
繁
　
　
只
秋
實
の
繁
き
を
所
る
。



野
姑
殊
殺
景
　
　
野
姑
殊
に
殺
景
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
こ
ん
　
さ
ら

花
上
囑
紅
揮
　
　
花
上
に
紅
禅
を
囑
す
。

　
　
　
　
　
　
（
脚
韻
卒
聲
十
三
元
、
繁
・
揮
）

【語
注
】

o
花
上
囑
紅
揮
…
南
城
の
注
に
「
花
上
揮
を
曜
す
は
、
李
義
山
以
て
殺
風
景
の
一
と
爲
す
、
田
舎
無
心
の
俗
、
然
り
と
爲
す
。
」

（花
上
麗
揮
、
李
義
山
以
爲
殺
風
景
之
一
、
田
舎
無
心
之
俗
、
爲
然
。
）
と
あ
る
。
花
上
に
揮
を
麗
す
の
を
、
李
義
山
は
殺
風

景

の
一
つ
と
し
て
い
る
が
、
田
舎
の
無
心
の
風
俗
は
そ
れ
を
當
然
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
と
言
う
。
「
紅
揮
」
は
あ
か
い
腰
巻

（目
崎
氏
）
o

【現
代
語
課
】

城
下
の
田
地
に
は
桃
や
李
の
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
。

家
人
の
望
み
は
實
が
た
く
さ
ん
付
い
て
く
れ
る
こ
と
だ
け
だ
。

農
婦
は
特
に
殺
景
景
な
こ
と
に
、

花
の
上
に
赤
い
腰
巻
を
さ
ら
し
て
乾
か
し
て
い
る
。
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夏
　
そ
の
二

金
鼓
灘
蛙
夕

　
　
だ
く
わ
う

金
鼓
灘
蛙
の
タ
ベ
、



村
村
列
炬
光

投
議
卑
炎
火

周
禮
在
吾
郷

　
　
　
れ
つ
き
よ

村
村
列
炬
の
光
o

　
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ざ
な

　
議
を
投
じ
て
炎
火
に
卑
ふ
。

　
し
う
れ
い

　
周
禮
吾
が
郷
に
在
り
。

（脚
韻
下
卒
聲
七
陽
、
光
・
郷
）

【語
注
】

。
議
…
ネ
キ
リ
ム
シ
。
稻
の
葉
を
食
い
散
ら
す
害
轟
。

o
南
城
は
こ
の
詩
に
注
を
付
け
、
「
毎
夏
六
月
十
四
夜
、
鯖
渓
郷
の
俗
に
蛙
を
騙
る
。
蓋
し
古
禮
な
り
。
」
（
毎
夏
六
月
十
四
夜
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ば
い
し

鯖
渓
郷
俗
駆
蛙
、
蓋
古
禮
也
。
）
と
言
う
。
「
鯖
渓
」
と
は
、
南
條
に
は
鯖
石
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
由
來
す
る
呼
稻
で
あ
る
。

o

周
禮
…
周
代
の
禮
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

【現
代
語
詳
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
ご

夜
、
金
や
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
蛙
を
追
い
佛
う
。

村
中
で
、
列
を
作
っ
た
た
い
ま
つ
の
光
が
績
い
て
い
る
。

ネ
キ
リ
ム
シ
を
投
げ
て
炎
に
お
び
き
寄
せ
る
。

中
國
周
代
の
禮
法
は
私
の
村
里
に
も
残
っ
て
い
る
。
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夏
　
そ
の
三



熱
転
方
苦
渇

田
眸
暫
休
時

山
下
泉
堪
掬

冷
令
人
手
亀

　
ね
つ
う
ん

熱
転
方
に

渇
に
苦
し
む
o

　
で
ん
は
ん

田
眸
暫
く
休
す
る
時
、

　
　
　
　
　
　
き
く

山
下
、
泉
掬
す
る
に
堪
へ
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
き

冷
、
人
手
を
し
て
亀
せ
し
む
。

（脚
韻
上
卒
聲
四
支
、
時
・
亀
）

【語
注
】

o
人
手
亀
…
頭
注
に
「
不
鉋
手
の
藥
、
〈
荘
子
〉
音
義
に
、
音
は
均
な
り
と
、
非
な
り
。
今
字
の
ご
と
く
讃
む
o
」
　
（
不
亀
手
之
藥
、

〈荘
子
〉
音
義
、
昔
均
、
非
也
。
今
如
字
讃
。
）
と
あ
る
。
『
荘
子
』
は
適
遙
遊
篇
に
「
宋
人
に
善
く
手
に
亀
せ
ざ
る
の
藥
を
爲

る
者
有
り
。
」
（
宋
人
有
善
爲
不
亀
手
之
藥
者
。
）
と
あ
る
。

一一 78一

【現
代
語
課
】

暑
い
中
で
の
草
刈
り
で
ひ
ど
く
喉
が
乾
く
。

田
の
畔
で
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
る
時
、

山
の
下
で
、
泉
を
す
く
う
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
冷
た
さ
は
手
が
あ
か
ぎ
れ
に
な
る
ほ
ど
だ
。

夏
　
そ
の
四

　
　
　
　
　
　
　
さ
う
た
う

早
稻
初
含
穂
　
　
早
稻
、

初
め
て
穂
を
含
む
、



鳴
鯛
噂
夕
陽

不
同
午
蝉
耶

転
者
耳
先
涼

　
め
い
て
う
　
ゆ
き
や
う
　
け
い

鳴
蝸
、
夕
陽
に
嘩
た
り
。

　
こ
せ
ん
　
か
ま
び
す

午
蝉
の
聴
し
き
に
同
じ
か
ら
ず
。

く
さ
ぎ

転
る
者
耳
先
づ
涼
し
。

（脚
韻
下
卒
聲
七
陽
、
陽
・
涼
）

【語
注
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
い
て
う

o
鳴
蝸
…
『
詩
経
』
幽
風
「
七
月
」
に
「
五
月
、
鳴
鯛
」

る
を
報
ず
L
（
俗
説
、
鳴
蝸
報
早
穗
出
）
と
あ
る
。

【現
代
語
課
】

早
稻
が
や
っ
と
穂
を
含
ん
だ
ば
か
り
、

ひ

ぐ
ら
し
が
夕
陽
の
中
で
小
さ
く
鳴
い
て
い
る
。

書
時
の
蝉
が
や
か
ま
し
い
の
と
は
違
う
。

草
刈
り
の
者
は
耳
が
ま
ず
涼
し
く
な
る
。

（五
月
鳴
鯛
）
と
あ
る
。
南
城
の
注
に
「
俗
説
に
、
鳴
鯛
早
穂
の
出
づ

一
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秋
　
そ
の
一

水
冷
條
魚
美

露
蒸
松
菌
香

　
　
　
　
　
　
　
い
う
ぎ
よ

水
冷
や
か
に
し
て
條
魚
美
な
り
。

露
蒸
し
て
松
菌
香
し
。



早
梗
初
作
飯

時
物
可
同
嘗

　
さ
う
か
う

早
梗
初
め
て
飯
と
作
す
。

　
　
　
　
　
と
も
　
　
　
な

時
物
、
同
に
嘗
む
べ
し
。

（脚
韻
下
卒
聲
七
陽
、
香
・
嘗
）

【語
注
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
よ
う

o
條
魚
…
は
や
。
淡
水
魚
。
『
荘
子
』
秋
水
篇
に
「
條
魚
出
で
游
ぶ
こ
と
從
容
た
り
。
是
れ
魚
の
樂
し
み
な
り
。
」

容
。
是
魚
樂
也
。
）
と
あ
る
。

o

松
菌
…
松
の
根
に
生
ず
る
キ
ノ
コ
、
松
茸
の
こ
と
。
三
除
堂
の
裏
山
で
は
松
茸
が
よ
く
採
れ
た
と
い
う
。

【現
代
語
課
】

水
は
冷
た
く
、
ハ
ヤ
は
美
し
く
泳
い
で
い
る
。

露
を
蒸
す
と
、
松
茸
は
よ
い
香
り
が
し
て
く
る
。

早
く
實
っ
た
う
る
ち
米
を
初
め
て
飯
に
し
て
み
た
。

時
節
の
物
も
い
っ
し
ょ
に
味
わ
っ
て
み
よ
う
。

秋
　
そ
の
三

城
市
多
名
菊
　
　
城
市
、
名
菊
多
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
き
い
ち
り

移
栽
錦
一
離
　
　
移
し
栽
ゑ
ん
と
す
、
錦
一
離
。

（條
魚
出
游
從
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隣
翁
來
諌
止
　
　
隣
翁
來
り
て
諌
止
す
。

晒
巷
不
相
宜
　
　
随
巷
に
は
相
宜
し
か
ら
ず
と
。

　
　
　
　
　
　
（
脚
韻
上
卒
聲
四
支
、
離
・
宜
）

【語
注
】

o

不
相
宜
…
こ
の
場
合
の

「
相
」
は
互
い
に
で
は
な
く
、
「
～
に
」
と
動
作
が
一
方
向
に
む
か
う
こ
と
を
表
す
。

【現
代
語
課
】

町

に
は
美
し
い
菊
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
が
き

色
鮮
や
か
に
な
っ
て
い
る
籠
に
移
し
て
植
え
よ
う
と
す
る
。

隣
の
お
じ
い
さ
ん
が
や
っ
て
來
て
止
め
た
ほ
う
が
い
い
と
言
う
。

挾
い
路
地
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
で
す
よ
と
。
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秋
　
そ
の
四

井
牧
疏
與
穀

旨
畜
不
他
求

錐
歳
非
豊
穰

田
家
樂
在
秋

井
牧
す
、
疏
と
穀
と
、

旨
畜
他
に
求
め
ず
。

と
し歳

、
豊
穰
に
非
ず
と
難
も
、

　
　
　
た
の
し
み

田
家
の
樂
は
秋
に
在
り
。



（脚
韻
下
卒
聲

＝
尤
、
求
・
秋
）

【語
注
】

o

歳
…
穀
物
の
實
り
。

【現
代
語
課
】

野
菜
と
穀
物
を
一
緒
に
牧
め
る
。

冬
場
に

備
え
て
貯
藏
す
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
よ
い
。

作
柄
は
豊
穰
と
は
言
え
な
い
が
、

農
家
の
樂
し
み
は
秋
に
あ
る
。
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冬
　
そ
の
一

小
男
初
負
米

御
康
雪
途
櫨

老
母
侯
門
立

不
知
鎧
飯
焦

小
男
初
め
て
米
を
負
ふ
。

　
ぎ
よ
り
ん
　
　
せ
つ
と
　
か
ん
じ
き

御
庫
、
雪
途
の
橋
。

老
母
門
に
侯
ち
て
立
つ
。

　
　
　
　
　
　
さ
う
は
ん

知
ら
ず
、
鎧
飯
の
焦
ぐ
る
を
。

（脚
韻
下
卒
聲
二
鯖
、
櫨
・
焦
）



【語
注
】

o

御
凛
…
役
所
の
藏
。
南
城
の
注
に
「
官
倉
、
本
縣
に
在
り
。
民
柄
し
て
御
厘
と
爲
す
。
」
（
官
倉
在
本
縣
。

　
あ
る
。
「
本
縣
」
と
は
柏
崎
縣
。
目
崎
氏
は
鯖
石
郷
と
す
る
。

。
櫨
…
か
ん
じ
き
。
深
い
雪
途
を
歩
く
と
き
の
道
具
。
足
が
雲
に
埋
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

【現
代
語
課
】

ま
だ
小
さ
い
せ
が
れ
が
初
め
て
米
を
背
負
っ
た
。

役
所
の
お
倉
ま
で
か
ん
じ
き
を
つ
け
て
雪
道
を
歩
く
の
だ
。

老
母
は

闘
り
を
待
っ
て
ず
っ
と
玄
關
に
立
っ
て
い
る
。

釜
の
飯
が
焦
げ
て
い
る
の
も
氣
つ
か
ず
に
。

冬
　
そ
の
三

雲
深
門
絶
跡

未
見
紙
商
來

學
童
資
給
壷

木
筆
書
櫨
灰

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
と

雪
深
く
し
て
門
跡
を
絶
す
。

未
だ

紙
商
の
來
た
る
を
見
ず
。

　
　
　
　
　
つ

學
童
資
給
壷
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
か

木
筆
も
て
櫨
灰
に
書
く
。

（脚
韻
上
卒
聲
一
〇
灰
、
來
・
灰
）

民
稻
爲
御
康
。
）
と
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【語
注
】

o
未
見
紙
商
來
…
南
城
の
注
に
r
山
民
寒
中
に
紙
を
製
し
、
歳
末
に
來
り
貢
る
。
」
（
山
民
寒
中
製
紙
、
歳
末
來
u
a
o
　
）
と
あ
る
。

【現
代
語
課
】

雪
が
深
く
降
り
積
も
り
、
我
が
家
の
門
は
出
入
の
跡
も
消
え
て
い
る
。

紙
責
り
の
商
人
も
や
っ
て
來
な
い
。

學
童
に
渡
す
紙
も
も
は
や
な
く
な
っ
た
。

塾
生
は

木
を
筆
に
し
て
い
ろ
り
の
灰
に
字
を
書
い
て
い
る
。

冬
　
そ
の
四

嵩
砧
寒
曉
急

織
席
歳
除
前

非
求
商
販
利

柳
欲
作
春
錘

　
か
う
ち
ん
　
　
か
ん
げ
う

蕎
砧
、
寒
曉
に
急
な
り
。

席
を
織
る
、
歳
除
の
前
。

商
販
の
利
を
求
む
る
に
非
ず
。

柳
か
春
錘
と
作
さ
ん
と
欲
す
。

（脚
韻
上
平
聲
一
先
、
前
・
錘
）
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【現
代
語
課
】

　
　
わ
ら

砧
で
藁
を
打
つ
音
が
、
寒
々
と
し
た
夜
明
け
方
せ
わ
し
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

大
晦
日
の
前
に
む
し
ろ
を
織
っ
て
い
る
の
で
す
。

商
責
を
し
て
儲
け
よ
う
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ん
と
か
新
年
に
使
う
む
し
ろ
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

o
　
凶
年
歎
（
巻
十
三
）
　
　
凶
年
歎
（
凶
年
の
嘆
き
）

一
曝
糸
場
供
上
租

曽
無
遺
滞
利
鯉
孤

食
壷
寒
賛
醜
嘘
蹴

求
糧
來
販
引
光
奴

　
　
　
　
　
じ
や
う
　
　
は
ら

　
一
曝
、
場
を
瀧
ひ
て
上
租
に
供
す
。

　
　
　
　
　
　
く
わ
ん
こ

曽
て
遺
滞
の
鯉
孤
を
利
す
る
無
し
。

　
　
　
　
　
か
ん
り
　
こ
し
う
　
　
は

　
食
蓋
き
て
寒
藤
、
嘘
蹴
を
醜
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
く
わ
う
ど

糧
を
求
め
て
來
り
引
光
奴
を
販
す
。

（脚
韻
上
卒
聲
七
虞
、
租
・
孤
・
奴
）

【語
注
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら

・
瀧
場
…
作
業
場
を
洗
う
。
『
詩
経
』
幽
風
、
七
月
の
詩
に
「
十
月
場
を
條
ふ
」
　
（
十
月
條
場
）
と
あ
る
。

・

遺
滞
…
遺
乗
と
滞
穂
で
あ
る
と
南
城
は
注
を
つ
け
て
い
る
。
「
取
り
忘
れ
た
稻
束
や
落
穂
」
（
目
崎
氏
）
。

o
嘘
蹴
…
頭
注
に
「
嘘
爾
蹴
爾
の
食
、
孟
子
に
見
ゆ
。
」
（
嘘
爾
蹴
爾
之
食
見
孟
子
）
と
あ
る
。
『
孟
子
』
告
子
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
う
じ

し
て
之
を
與
ふ
。
」
（
嘘
爾
而
與
之
。
）
「
蹴
爾
と
し
て
之
を
與
ふ
。
」
（
蹴
爾
而
與
之
。
）
に
基
づ
く
。
し
た
が
っ
て
、

こ
　
　
じ

「
嘘
爾
と

「
嘘
蹴
の
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食
」
は
人
に
見
下
さ
れ
な
が
ら
食
の
施
し
を
受
け
る
こ
と
を
言
う
。
目
崎
氏
は
「
泣
き
叫
び
、
じ
だ
ん
だ
踏
む
こ
と
」
と
注
し
、

　
　
　
　
　
み
に
く

r
醜
」
を
「
醜
う
し
」
と
訓
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
じ

o
引
光
奴
…
付
け
木
。
「
松
の
薄
片
に
硫
黄
を
塗
っ
た
も
の
」
（
目
崎
氏
）
。
南
城
の
注
に
「
引
光
奴
は
襲
燭
な
り
。
又
埣
見
と
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
い

つ
く
。
天
録
識
鯨
及
び
綴
耕
録
に
見
ゆ
。
郷
俗
糧
無
き
者
は
、
之
を
責
り
て
以
て
疏
糖
に
代
ふ
o
」
　
（
引
光
奴
登
燭
也
。
又
名
埣

見
。
見
天
録
識
除
及
綴
耕
録
郷
俗
無
糧
者
。
費
之
以
代
疏
糖
。
）
と
あ
る
。
「
疏
糖
」
は
野
菜
や
玄
米
。

【現
代
語
課
】

稻
を
乾
燥
し
絡
わ
っ
て
作
業
場
を
洗
い
き
よ
め
、
年
貢
を
納
め
る
。

以
前
に
は
落
ち
穗
さ
え
も
な
く
、
そ
れ
を
拾
う
男
や
も
め
と
孤
兄
の
助
け
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

貧
し
い
女
や
も
め
は
食
糧
が
壷
き
果
て
た
が
、
施
し
を
受
け
る
の
を
恥
じ
、

糧
を
得
る
た
め
付
け
木
を
真
っ
て
歩
く
。
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